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Cloudian HyperStore技術を応用したHybrid CloudScale型
フルユニファイドストレージ「UniSTOR Cloud Scale」を発表
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いつもお世話になっております。
コアマイクロシステムズの吉政忠志でございます。

今日はCloudian HyperStore技術を応用したHybrid CloudScale型フルユニ
ファイドストレージ「UniSTOR Cloud Scale」を発表致しましたので、
お知らせいたします。海外NexentaStorコラムの1月号も下段でお伝えしま
す。

Cloudian HyperStoreRは、商用クラウドストレージサービスに利用されて
いるパッケージソフトウェア製品です。クラウドストレージでは事実上の
標準となっているAWS（Amazon Web Service）のS3 APIに準拠しています。
NOSQLデータベースにより高い拡張性、柔軟性、信頼性、可用性を備え、
独自開発のHyperStore（TM）技術により性能及びハードディスクの利用効
率を高めています。Cloudian HyperStoreRのテクノロジーを応用し、企業
におけるNASやSANといったストレージ装置のリプレース時にクラウド時代
を見据えた次世代CLOUD INTEGRATEDな統合ストレージとして導入すること
により自動DR（災害復旧）への対応、AWS S3 GLACIERなどのパブリックク
ラウドストレージへのシームレスな拡張を実現できます。

◆製品コンセプト
・ソフトウェアディファインドストレージアーキテクチャ
・CiB（Cluster in a BOX型）コンバージドストレージ構造
・ローカル & クラウドハイブリッドスケールアウト構造
・フルユニファイドストレージI/Oサービス
・各種のストレージフロントソリューション拡張
・各種のバックエンドクラウドストレージ拡張

◆製品の特長
フルユニファイドストレージI/Oに対応
・iSCSI / CIFS（SMB） / NFS / S3（HTTPS / RestAPI）
・スケールアウトクラスタ

各種ストレージフロントソリューション拡張に対応
・広域ファイル共有（リアルタイムコラボレーション）
・NAS仮想化統合（既存NASの仮想化 / 階層化）
・BYOD / モバイルクラウドサービスの統合
　 ・バックアップ / アーカイブ統合
・データガバナンスオブジェクト統合（500種以上のデータ型式）

各種バックエンドクラウドストレージ拡張に対応
・Cloudianプライベートクラウドストレージへの拡張
・AMAZON S3パブリッククラウドストレージへの階層化拡張
・AMAZON GLACIAパブリッククラウドストレージへの階層化拡張

現在詳細の資料を公開しています。
興味がある方は以下よりダウンロードください。
http://www.cmsinc.co.jp/doccenter/index.html
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2015年1月号　『ソフトウェアにおける伝染のスピード』
http://www.cmsinc.co.jp/mm/column/nexentastor_column03.html
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昨年から連載しているNexentaStor海外コラムがとっても好調です。
基本的に海外のブログを意訳しているだけなので、日本市場と少し違う
ことを書くかもしれませんが、本国の方針や新しい機能などがわかると
思います。興味がある方の少しでもお役に立てばと思っています。
今年も宜しくお願いいたします。（吉政）

――――――――――――――――――――――――――――――――
コアマイクロシステムズでは、お客様事例を募集しております。事例公
開にご協力いただきましたお客様の社名やお取り組みを弊社のホームペ
ージや販促資料に記載し、皆様のビジネスの露出度向上に些少でも貢献
出来ればと思います。お気軽に弊社担当までお申し付けください。
―◇本メールマガジンの登録解除方法◇――――――――――――――
このメールに対する登録解除は★そのまま返信★でその旨をお伝えくだ
さい。
――――――――――――――――――――――――――――――――
本メールマガジンの送付先追加と送付先変更方法
このメールマガジンに★そのまま返信★で下記の項目をCut & Pasteし
て項目を埋め、返信して下さい。

変更の場合、旧送付先：
（１）メールアドレス：
（２）氏名　　　　　：
（３）会社名　　　　：
（４）部署名　　　　：
（５）役職名　　　　：

――――――――――――――――――――――――――――――――
発行人：コアマイクロシステムズ株式会社　吉政　忠志
──―――─（C) Core Micro Systems Inc., All Rights Reserved ―
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